








 

目的 

 SFD の発生原因とその出生前診断に関しては近年各方面より研究されている

にもかかわらずなお不明の点が多く残されている。胎児発育の出生前診断に関

しては現在では子宮底増加曲線,ME 的手段による胎児計測,又羊水,母体血中,

尿中ホルモン値より得る胎児および胎盤機能検査等が行なわれている。われわ

れは胎児発育に極めて密接な関係をもつ胎盤性ホルモン値を測定することによ

りそれらの胎児胎盤系機能検査法としての意義と更に SFD の診断法としての可

能性を検討してきた。 


